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自己紹介(私とJANOG)

さくらインターネット株式会社
サービス統括本部 大久保 修一

• JANOG15(2005) プログラム委員(PC)
• JANOG17(2006) プログラム委員(PC)

• JANOG19(2007) プログラム委員(PC)
• JANOG20(2007) プログラム委員(PC)
• JANOG21(2008) プログラム委員長(PC co-chair)

• JANOG22(2009) プログラム委員(PC)
• JANOG23(2009) 実行委員長(SC)
• JANOG25(2010) プログラム委員(PC)

• JANOG26(2010) 企画編成委員長(ORG co-chair)
• JANOG29(2012) 会場運営委員(LA)
• JANOG30(2012) 会場運営委員(LA)

• JANOG34(2014) 会場運営委員(LA)
• ※ JANOG10(2002) 大学時代に一般参加者として初参加

• JANOG19(2007) トラフィックデータ取れるんです - 高精度データ収集編
• JANOG20(2007) Operators' Life with no-Sampling Flow Data
• JANOG25(2010) tools2 ～みせます。私のひみつ～
• JANOG29(2012) IPv4アドレス移転の実際
• JANOG30(2012) JANOG30の会場ネットワーク、こんな感じで作ってみた
• JANOG31(2013) Softwire WG活動報告
• JANOG32(2013) クラウドサービス利用者そして事業者として生き抜くために必要なエンジ
ニアのスキルについて考える

• JANOG35.5(2015) インタークラウドをアプリケーションとしたオープンな閉域網接続の実
現に向けて

• JANOG36(2015) Interop Tokyo 2015 ShowNetにおけるBGP Flowspec相互接続検証
• JANOG37(2016) どんなテストしてる? (続)
• JANOG37.5(2016) どんなテストしてる? BoF #3
• JANOG39(2017) DNS権威サーバ向けのDDoS攻撃対策をした話～さくらインターネット編～
• JANOG40(2017) Interop Tokyo 2017 ShowNetにおけるサービスチェイニングの実装と運用
• JANOG BoF & LT night #2(2017) クラウド向けのL3VPNサービスを作ってみた話

久しぶりの参加になります。よろしくお願いします。

スタッフ参加 登壇



JANOG Softwire WGの概要

WG正式名称
IPv4 over IPv6ステートレストンネリングプロトコル
相互接続性テストWG (通称Softwire WG)

テーマ
• IETF Softwire WGでWG documentとして議論されている

MAP/4rdなどのプロトコルの実装促進
• IPv6時代のIPv4運用に関するオペレーターからのフィードバッ
クによる標準化促進

活動期間 2012年 7月27日～2013年 1月30日

成果物

• JANOGでの発表
• IETFでのインプリメントレポートの提出
• ベンダー実装の促進化(間接的)
• Standard RFC発行の促進化(間接的)

https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/アーカイブ

https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/
https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/
https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/


WGの立ち上げ

活動

成果物発表

WGクロージング



JANOG30での議論がWG立ち上げのきっかけに

• JANOG30(2012/7/4-6)で提起された課題
• 「IPv6時代のIPv4を考える」～第二章～ (パネルディスカッション)

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog30/program/v64.html

• これでいいのか4rd -標準化と実装と運用のはざまの奮闘記- (松嶋さん)
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog30/program/map.html

IETFにおけるIPv4 over IPv6技術に関して
標準化が困難を極めていた

出典: https://www.ietf.org/proceedings/83/slides/slides-83-softwire-10.pdf

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog30/program/v64.html
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog30/program/map.html


JANOG30会場ネットワークでの4rd環境提供

• JANOG30の会場ネットワークで4rd(MAPの前身)の環境を提供し
ていた。I-Dとして運用reportを発行。

本格的な相互接続検証を行う下地があった



[janog:11062] ワーキンググループプロポーザル
[ワーキングループ名称]
 それで良いのか4rd(仮)

[メーリングリスト名称]
 softwire(仮)

[チェア氏名，メールアドレス] 
 土屋師子生 shtsuchi@cisco.com
 大久保修一 ohkubo@sakura.ad.jp

[テーマ・目標]   
IETF Softwire WGでWG documentとして議論されているMAP/4rdなどのプロトコルの実装促進
IPv6時代のIPv4運用に関するオペレーターからのフィードバックによる標準化促進

[予定される成果物]  
JANOGでの発表
IETFでのインプリメントレポートの提出
ベンダー実装の促進化（間接的）
Standard RFC発行の促進化(間接的）

[希望期限]   
2012年7月20日より2013年1月30日

[提案者氏名，メールアドレス] 
土屋 師子生 shtsuchi@cisco.com

[提案日]
2012年7月10日 JANOG30(2012/7/4-6)終了後すぐ！



なぜJANOG WGの枠組みでやったのか？

• 必然的にJC1(*)に基づく活動であることが明確になる
• 非営利活動

• メーカー/ベンダー中立性

• 説明のしやすさ
• 様々なベンダーさんに声がけしやすい(かもしれない)

• ベンダーさんとしても、機器や情報を提供しやすい(かもしれない)

• 参加に制限がなくオープン
• 個人での参加もOK

• 他の団体との協業

• 活動に必要な各種リソースの提供
• Webサイト、wiki、メーリングリスト

JC1 = JANOG Comment 1
https://www.janog.gr.jp/doc/janog-comment/jc1.txt

https://www.janog.gr.jp/doc/janog-comment/jc1.txt
https://www.janog.gr.jp/doc/janog-comment/jc1.txt
https://www.janog.gr.jp/doc/janog-comment/jc1.txt


WGの立ち上げ

活動

成果物発表

WGクロージング



IETF標準化プロセスでの進展

• IETF85 2012/7/29-8/3 @カナダ
バンクーバー

• MAP-TとMAP-Eは統合せずに
別々のプロトコルとして扱う

• MAP-Eをスタンダードトラッ
クとする方向性

• コイントスが行われた
出典: https://www.geekpage.jp/blog/?id=2012/8/7/1

当WGの活動もそれに併せてMAP-Eの相互接続試験を行う方向へ



MAP-Eの相互接続試験の開催

• 開催日: 2012/10/24～10/26

• 場所: 新潟県長岡市

• 会場/ネットワーク提供:
株式会社NS・コンピュータサービス様

• 協力:
ENOG(越後ネットワーク・オペレーターズ・グループ)

• 参加ベンダー: 7社/団体
• IP Infusion Inc.
• 株式会社インターネットイニシアティブ
• 有限会社 銀座堂
• CERNET
• シスコシステムズ合同会社
• 古河ネットワークソリューション株式会社
• ヤマハ株式会社



• 異ベンダー間での相互接続性

• MTU設定確認

• NAT動作確認

• 各種プロトコル疎通確認
(ICMP,VPN,FTP)

• メッセンジャー、ビデオアプリ
疎通確認

• セキュリティポリシー

• BR冗長化検証

検証構成・検証項目



テストパラメータMAPルール
Rule IPv6 Prefix: 2403:9200::/32

Rule IPv4 Prefix: 203.86.225.0/28

EA bits: 16bit(48-32)

Port-Set ID: 12bit

PSID offset: 4

BR IPv6 address: 2403:9200:fff0:0::2

若干厳しい目のパラメータで接続実験を実施
それにより、実装上の課題を見つけることができた



WGの立ち上げ

活動

成果物発表

WGクロージング



2012/10/26 ENOG17での中間報告

出典: https://enog.jp/archives/820



2012/11/4-11/9 IETF85でのレポート

https://datatracker.ietf.org/doc/html/draft-janog-softwire-report-01

JANOG30の後に発行していたI-Dを -01 版にアップデート



WG活動報告



JANOG31会場ネットワークでのデモ

切り替えの様子
https://www.youtube.com/watch?v=ulvAaSM9nPc

https://www.youtube.com/watch?v=ulvAaSM9nPc


WGの立ち上げ

活動

成果物発表

WGクロージング



MAP-Eクラウドテストラボ(MaaS)の提供

• JANOGerの皆さんにもより深く
MAP-Eを体験してもらいたい!

• “MAP as a Service”

• リモートからアクセス可能なハ
ンズオン環境を「さくらのクラ
ウド」上に構築

• 一部CLI操作を試すことができる

• WG活動終了(2013/1/31)まで
提供していた

提供
・有限会社銀座堂 浅間様
・株式会社インターネットイニシアティブ様
・株式会社ACCESS / IP Infusion Inc.様

※WGの活動終了(2013/1/31)まで提供



振り返り

• WGの活動としては十分な成果を達成できた
• IETF標準化プロセスへのフィードバック

• 機器メーカー/ベンダーへのフィードバック

• 国内での技術の認知拡大

• JANOGコミュニティの力を借りられたのが非常に大きかった
• 検証作業を手伝ってもらえたり、検証ツール提供してもらえたり

• たくさんの企業様、有志に参加いただけた

• 当時ご協力いただいた全ての皆様に感謝！

• JANOG Webサイトに活動記録が残っているのもありがたい ☺
• https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/

https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/
https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/
https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/
https://www.janog.gr.jp/wg/softwire-wg/


ご清聴ありがとうございました
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